














―社会局期（1950 ～ 1992 年）および






























官）は，1981 年に保護課が刊行した『生活保護 30 年史』に，「新法生まれて 30 年，その後保護課
長にも優秀な人材が就任された」という言辞を寄せている（6）。












   
（4）　黒木利克の人物像については，つぎの文献を参照。黒木利克追悼録刊行会編（1980）『黒木利克追想録』黒木利
克追悼録刊行会，蟻塚昌克（2009）「第 6 章 1949 年 黒木利克『アメリカ社会事業通信』を読む」蟻塚昌克『証言　
日本の社会福祉─ 1920 ～ 2008』ミネルヴァ書房，119-145 頁。
（5）　是枝裕和（1992）『しかし…─ある福祉高級官僚　死への軌跡』あけび書房。山内豊徳は 1990 年 12 月，環境
庁企画調整局長在職中に急逝した。彼の死後，当時，テレビ制作会社のドキュメンタリーディレクターであった是







（8）　板山賢治・西沢英雄（2011）「生活保護法制定 60 周年をふりかえる─対談・生活保護行政 60 年の回顧と展
望」『生活と福祉』663 号，4 頁。
（9）　日本学術振興会（JSPS）科学研究費助成事業による研究成果，すなわち，基盤研究（B）25285169「国民皆保
険・皆年金の「形成・展開・変容」のオーラルヒストリー研究」（2013 年 4 月～ 2017 年 3 月）および基盤研究（B）






























巻 2 号，37-75 頁，西岡晋（2008）「少子化社会と厚生行政組織─『傍流』にとどまる児童家庭局」『年報行政研




























（社会・援護）局の変遷を概観する。第 3 節では，仮説 1 を検証するため，保護課長就任前のキャ
リアパスを分析する。第 4 節では，仮説 2 の検証を目的として，保護課長退任後のキャリアパスを
分析し，併せて，保護課長と保険局筆頭課長の双方について，重要ポストへの登用状況を比較す
る。
　なお，本稿の分析対象については，1950 ～ 2019 年の間に就任した保護課長 42 人とした。分析







め，厚生省（1949 ～ 2001 年）および厚生労働省（2001 ～ 2019 年）の変遷を概観する。なお，記
述にあたっては，（1）本省の局レベル，（2）社会局（1949 ～ 1992 年）と社会・援護局（1992 ～
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































置）による組織再編を経て，1949 年，厚生省設置法（昭和 24 年法律第 151 号）が制定された時点
で，1 官房 6 局 1 外局を有していた。設置法施行後も，年金局（1959 年），環境衛生局（1961 年），
社会保険庁（1962 年），国立公園局（1964 年）と，厚生省の部局数は拡大の一途をたどったが，佐
藤栄作首相が「1 省庁 1 局削減」の方針を打ち出すと，一転して，厚生省の部局数は縮小・抑制の
方向に舵を切ることとなる。すなわち，「1 省庁 1 局削減」に伴う国立公園局廃止（1968 年），第二
次臨調の答申を受けての衛生 3 局の再編（1984 年），社会・援護局および老人保健福祉局設置
（1992 年）である。          
　2001 年，中央省庁再編により厚生労働省が誕生すると，厚生省と労働省の部局を再編し，1 官房







　まず，社会局については，拡大期（1960 年代～ 1970 年代）と縮小期（1980 年代）の 2 期に分け
ることができる。拡大期には，老人福祉課（1964 年），老人保健課（1972 年），監査指導課（1974
年）がそれぞれ新設されたが，これらの課の新設理由は，老人福祉法（昭和 38 年法律第 133 号）
の制定，老人医療費の無料化，社会局所管行政の監査指導体制強化といった，福祉行政施策の拡大




る。すなわち，1992 年の社会・援護局設置では，社会局 6 課と援護局 4 課を統合したため，新局
の課数は合計 10 課にまで膨張した。同様に，2001 年の中央省庁再編時には，社会・援護局 8 課と
障害保健福祉部 3 課を統合して，1 部 11 課の体制が敷かれた。直近のケースでは，2015 年の援護・
業務課と事業課の設置が挙げられる。この時，スクラップ・アンド・ビルドにより，援護課と業務
課の 2 課を統合して援護・業務課とし，空いた 1 課の枠を利用して，戦没者遺骨収集帰還事業を所
（18）　厚生省 50 年史編集委員会編（1988）『厚生省 50 年史』記述篇，厚生問題研究会，1002-1003，1007-1008，
1555 頁。ちなみに，監査指導課が新設された背景については，田中明（初代監査指導課長）の回想が参考となる。
田中明（1992）「監査指導課の新設」髙木玄追悼集刊行会編『髙木玄さん』髙木玄追悼集刊行会，254-255 頁。
（19）　ここでいう高齢者福祉行政部局とは，公衆衛生局老人保健部（1982 ～ 1984 年），保健医療局老人保健部（1984






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































めていく。使用するデータは，保護課長 42 人の主要経歴をデータセットした次頁表 1 である。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































局 10 人，大臣官房 9 人，社会局 8 人，社会・援護局 7 人，子ども家庭局 6 人，援護局 6 人，年金
局 6 人，社会保険庁 6 人，医政局 5 人，老健局 4 人，政策統括官 3 人，医薬・生活衛生局 2 人，健




1950 年代が 2 人，1960 年代が 1 人，1970 年代が 3 人，1980 年代が 0 人，1990 年代が 4 人，2000
年代が 0 人，2010 年代が 3 人となる。傾向としては，1980 年代の 0 人を境界線にして，1950 年代








（1984 ～ 1985 年まで企画官在職）は「企画官というのは課長相当職」，薄井康紀（1992 ～ 1994 年まで企画官在職）
は「室長と企画官というのは，課長の手前で課長をサポートして，あるパートを束ねる役職です」とそれぞれ述べ
ている。前掲『炭谷茂報告書』18 頁，古川貞二郎・尾嵜新平・井口直樹・薄井康紀（述）・新田秀樹・三谷宗一
郎・島崎謙治・江利川毅・木村哲也（2017）「医療政策ヒストリー座談会録　第 1 回『1985（昭和 60）年第一次医
療法改正』」『医療と社会』26 巻 4 号，383 頁。
（26）　部局名については，現行あるいは廃止時点の表記を使用した。ちなみに，本文記載の一部部局の旧部局名と経
験人数は，つぎのとおりである。①子ども家庭局 6 人：児童家庭局 4 人，雇用均等・児童家庭局 1 人，雇用均等・
児童家庭局併任 1 人，②援護局 6 人：引揚援護院 1 人，引揚援護局 2 人，援護局 3 人，③医政局 5 人：医務局 4









時期区分については，保護課長就任年をベースに，1950 年代が 0 人，1960 年代が 4 人，1970 年代






官房に企画権限が付与された結果，職員数は増加の一途をたどっているが（29），1990 年代～ 2010 年
代に保護課長となったキャリア出身者の多くも，保護課長就任前の直近ポストとして，内閣審議官
や内閣参事官（30）を経験していた。
　③海外派遣については，本稿冒頭でも紹介した黒木利克（1948 ～ 1949 年アメリカ出張）を例外
とすれば，炭谷茂（1989 年保護課長就任）以降，キャリア出身者で頻出するようになったキャリ
アパスである。派遣先の国名は，最多のイギリス（3 人）を筆頭に，アメリカ（2 人），オーストラ
リア（1 人），スウェーデン（1 人），中国（1 人），ドイツ（1 人），フランス（1 人）の計 7 ヵ国で
あるが，イギリス駐在経験のある炭谷は，厚生省がイギリスやドイツなど，ヨーロッパ諸国の社会
保障制度や社会福祉制度に強い関心を持っていた点を指摘している（31）。


















（32）　佐藤良正（1960 年厚生省入省，1979 年保護課長就任）は，1972 年に厚生省から環境庁へ出向（環境庁長官官




















　ここからは，第 1 節で提示した仮説 2 を検証するため，保護課長退任後のキャリアパスの分析を
進めていく。分析にあたって使用するデータは，本稿脱稿時点において退官済みの保護課長経験者























　（1）保護課長退任後の主要ポスト経験については，①筆頭課長 19 人（53％），②官房三課長 13
人（36％），③局次長・部長 29 人（81％），④局長 24 人（67％），⑤次官 4 人（11％）となってい
た。①～⑤を総括すると，官房三課長を経験した 13 人のうち 11 人は，官房三課長→局次長・部長











（37）　1969 ～ 1971 年まで官房企画室長を務めた江間時彦は，官房企画室が設置された理由について，「小山さんは
よく『厚生省は内務省の伝統をひいているので日々の出来事を迅速に手際よく処理できるのだが，長期的な視野に
立って社会保障政策をたてる点になるとどうも物足りない』と語っておられた。このお考えが昭和 30 年 7 月の大





がサブでいて，その下に，昔は 3 課といっていましたが，今は 4 課になると思いますが，官房総務課長，官房人事
課長，官房会計課長，それから企画室長というのがある」という証言を根拠とした。ちなみに，官房政策課長の職



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































課長 5 人も，1980 年代の保護課長就任者から現れるようになることから，1980 年代を転換期とし
て，官房三課長を登竜門とするルートは姿を消したとみるべきであろう。
　（2）保護課長退任後の社会（社会・援護）局におけるポスト経験については，保護課長 36 人の
28％にあたる 10 人が，何らかのポストに就任していた。時期区分で分類すると，1950 年代～ 1970
年代の保護課長 19 人のうち，社会局のポストに就いた人数は，わずか 2 人に過ぎない。ところが，








社会福祉界への影響力を保持し続けていた点も注目される。詳述すると，1990 年代～ 2000 年代に
保護課長を務めた 6 人が，済生会，全国社会福祉協議会，社会福祉振興・試験センター，日本社会
事業大学に，理事長・副会長・理事のポストで再就職している。
　（3）最終ポストについては，ポスト別に挙げると，①課長 1 人（3％），②局次長・部長 6 人
（17％），③局長 20 人（56％），④次官 3 人（8％），⑤事務担当の内閣官房副長官 2 人（6％），⑥国
立病院機構副理事長 1 人（3％），⑦退官 3 人（8％）となっていた。時期区分でみれば，1950 年代
～ 1970 年代は，次官 2 人，内閣官房副長官 2 人，局長 12 人，局次長・部長 1 人，課長 1 人，1980
年代～ 2000 年代は，次官 1 人，局長 8 人，局次長・部長 4 人，国立病院機構副理事長 1 人，退官




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































西沢英雄，田中敏雄の 3 人が該当する。彼らの保護課長在職期間は，1993 年 6 月～ 1999 年 8 月の
約 6 年間であり，厚生省社会・援護局の存続期間（1992 ～ 2001 年）をほぼカバーする形となって
いた。保護課長ポストに，ノンキャリア出身者が起用されるようになった理由について，根本は発
言を残しておらず，西沢（2015）・田中（2015）のオーラルヒストリー報告書にも，記事がみあた














（44）　1993 年 6 月，更生課長の松尾武昌（ノンキャリア出身）が保護課長に就任したことに伴い，更生課長ポスト
には，1973 年入省の冨岡悟（キャリア出身）が任命された。また，1974 ～ 1991 年（厚生省社会局期）の更生課長
氏名をみると，井手精一郎，金瀬忠夫，板山賢治，池堂政満，青木行雄，戸口田三千尋，横山嘉照と，全員がノン
キャリア出身者であったことがわかる。前掲『厚生省 50 年史』資料篇，80 頁，米盛康正編（2002）『厚生労働省
名鑑』2002 年版，時評社，182 頁。
（45）　表 1 のデータにもあるように，宇野裕（1999 年保護課長就任）以降，保護課長ポストには，再びキャリア出





























（46）　彼らの厚生省入省年次を列挙すると，三石博之が 1985 年，古川夏樹が 1987 年，大西証史が 1988 年，鈴木建
一が 1991 年，矢田貝泰之が 1995 年，梶野友樹が 1996 年となる。1980 年代後半に入省したキャリア出身者につい
て，当時，大臣官房人事課課長補佐として，採用面接を担当した河幹夫は，「昭和 63 年の採用者は私が人事課で採






保健福祉大学教授〕報告書』研究代表者菅沼隆，JSPS 科研費（B）25285169 および JSPS 科研費（B）16H03718，
74 頁。




職務や直面した課題について，最も詳細に証言しているのが，炭谷茂（1989 ～ 1991 年保護課長在職）の報告書で
ある。証言の内容も，①保護課長就任当時の生活保護の課題，②ケースワーク事例集の作成経緯，③生活保護の適
正化など，目を見張るものが多い。









蟻塚昌克（2009）「第 6 章　1949 年　黒木利克『アメリカ社会事業通信』を読む」蟻塚昌克『証言　日本
の社会福祉─ 1920 ～ 2008』ミネルヴァ書房，119-145 頁
石原信雄（1988）「吉村仁さんの思い出」吉村仁さん追悼集刊行会編『吉村仁さん』吉村仁さん追悼集刊行
会，381-383 頁











大蔵省印刷局（1996）『官報』1923 号（平成 8 年政令第 204 号・厚生省組織令改正）
大蔵省印刷局（2000）『官報』号外 60 号（平成 12 年政令第 106 号・厚生省組織令改正）














厚生省 50 年史編集委員会編（1988）『厚生省 50 年史』記述篇・資料篇，厚生問題研究会
厚生労働省社会・援護局長通知（2015）「厚生労働省組織令等の一部改正に伴う社会・援護局組織の再編に
ついて」平成 27 年 3 月 31 日付け社援発 0331 第 7 号
幸田正孝（述）・印南一路・中静未知・清水唯一朗（2011）『国民皆保険オーラル・ヒストリーⅠ　幸田正
孝〔元厚生省事務次官〕報告書』医療経済研究・社会保険福祉協会，医療経済研究機構
国立印刷局（2003）『官報』号外 71 号（平成 15 年政令第 176 号・厚生労働省組織令改正）
国立印刷局（2006）『官報』号外 71 号（平成 18 年政令第 95 号・厚生労働省組織令改正）
国立印刷局（2015）『官報』号外 72 号（平成 27 年政令第 126 号・厚生労働省組織令改正）
























築島尚（2006）「キャリアの人事制度と官僚制の自律性」『岡山大学法学会雑誌』55 巻 2 号，37-75 頁


















也（2017）「医療政策ヒストリー座談会録　第 1 回『1985（昭和 60）年第一次医療法改正』」『医療と
社会』26 巻 4 号，361-396 頁
古川貞二郎（述）・菅沼隆・田中聡一郎・土田武史・新田秀樹・森田慎二郎・岩永理恵・山田篤裕・中尾友
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